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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
下記成分（Ａ）～（Ｄ）を含有し、界面活性剤を含有しないことを特徴とする油中水型睫
用化粧料。
（Ａ）：（メタ）アクリル酸・（メタ）アクリル酸アルキル共重合体エマルジョン　３０
～９０質量％
（Ｂ）：部分架橋型オルガノポリシロキサン重合物　０．１～１５質量％
（Ｃ）：揮発性シリコーン　７～５０質量％
（Ｄ）：有機シリコーン樹脂　１～３０質量％
【請求項２】
さらに成分（Ｅ）として、一般式（１）で示されるハイドロフルオロエーテルを１～３０
質量％含有することを特徴とする請求項１に記載の油中水型睫用化粧料。
　　　ＣｎＦ２ｎ＋１－Ｏ－ＣｘＨ２ｘ＋１　　　　　　（１）
　　　（式中、ｎは１～６、ｘは１～６である。）
【請求項３】
外観が透明または半透明であることを特徴とする請求項１または２に記載の油中水型睫用
化粧料。
【請求項４】
成分（Ａ）が、下記成分（ａ）～（ｃ）
（ａ）：（メタ）アクリル酸
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（ｂ）：炭素数１～４のアルキル基を有する（メタ）アクリル酸アルキルエステルモノマ
ーから選択される少なくとも一種
（ｃ）：炭素数５以上のアルキル基を有する（メタ）アクリル酸アルキルエステルモノマ
ーから選択される少なくとも一種を含み、（ａ）～（ｃ）成分の総和を基準（１００質量
部）として（ａ）成分が１０～２０質量部、（ｂ）成分が４０～８０質量部、（ｃ）成分
が１０～４０質量部である単量体混合物を乳化重合して得られる（メタ）アクリル酸・（
メタ）アクリル酸アルキル共重合体エマルジョンである請求項１～３いずれかに記載の油
中水型睫用化粧料。
【請求項５】
成分（Ａ）が、メタクリル酸・（メタ）アクリル酸アルキル共重合体エマルジョンである
ことを特徴とする請求項１～３いずれかに記載の油中水型睫用化粧料。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カールキープ効果、透明性、光沢、耐水性、耐皮脂性に優れ、かつ保存安定
性が良好な油中水型睫用化粧料に関する。
【背景技術】
【０００２】
　睫用化粧料は、従来、カールアップ効果などの目元を際立たせる化粧効果を持たせると
いう目的で睫毛に塗布するものであり、塗布部位の特性上、汗や涙、皮脂などの生理現象
の影響や瞬き、眼を擦るなど人間の無意識な行動による影響を受けやすい。このため、耐
水性や耐皮脂性などの化粧持ちの機能を有することが必要とされてきた。
【０００３】
　また、近年では塗付後の光沢を重視する傾向にあり、マスカラ液の外観の透明性だけで
なく塗付後の皮膜の光沢も強く求められるようになってきている。しかしながら、従来の
睫用化粧料はその機能特性上、カールアップやボリュームアップ、感触向上などのために
ワックスを多量に配合したり、乳化物にすることが求められるため、組成物の外観は濁っ
てしまい、上記睫用化粧料の機能を保持しながら、外観を透明や半透明にすることは困難
であった。
【０００４】
　また、敏感肌意識を有する女性が増加する傾向にあり、化粧料についてもより刺激の少
ないものが期待されるようになっている。この観点から、常用される低分子の界面活性剤
を用いずに、乳化組成物を製造することが検討されてきているが、良好な保存安定性を得
ることは技術的に困難を伴うため、現状では組成物中の配合成分などに多くの制限を受け
ざるを得ない。まして、界面活性剤を用いずに、外観が透明または半透明の乳化物を製造
することはさらに困難であった。
【０００５】
　そこで、化粧持ちを向上するために水不溶性ポリマーや疎水性ポリマーを配合したアイ
メーク用オーバーコート化粧料（特許文献１参照）や油溶性樹脂を配合したマスカラオー
バーコート（特許文献２参照）などが提案されている。しかし、これらは何れも耐水性、
耐皮脂性が充分でなく、また外観は濁っており、透明性が低く、塗付時、塗付後ともに光
沢感に乏しい。さらに、これらに記載されている乳化物は界面活性剤を含有することを前
提としているため、べたつきが残り、刺激性という点でも前述の消費者のニーズを満たせ
るものではなかった。
【特許文献１】特開２００３－９５８７３号公報
【特許文献２】特開２００３－１８３１３１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　斯かる状況下、本発明の目的とするところは、カールキープ効果、透明性、光沢、耐水
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性、耐皮脂性に優れ、かつ保存安定性が良好な油中水型睫用化粧料を提供することにある
。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明者は、上記目的を達成するために鋭意研究を重ねた結果、（メタ）アクリル酸・
（メタ）アクリル酸アルキル共重合体エマルジョン、部分架橋型オルガノポリシロキサン
重合物、揮発性シリコーン、有機シリコーン樹脂、さらに場合により、特定のハイドロフ
ルオロエーテルを組み合わせて配合することにより、界面活性剤を実質的に含有せずに、
カールキープ効果、透明性、光沢、耐水性、耐皮脂性に優れ、かつ保存安定性が良好な油
中水型睫用化粧料が得られることを見出し、本発明を完成するに至った。
【０００８】
　すなわち本発明の請求項１の発明は、下記成分（Ａ）～（Ｄ）を含有し、界面活性剤を
含有しないことを特徴とする油中水型睫用化粧料にある。
（Ａ）：（メタ）アクリル酸・（メタ）アクリル酸アルキル共重合体エマルジョン　３０
～９０質量％
（Ｂ）：部分架橋型オルガノポリシロキサン重合物　０．１～１５質量％
（Ｃ）：揮発性シリコーン　７～５０質量％
（Ｄ）：有機シリコーン樹脂　１～３０質量％
  請求項２の発明は、成分（Ｅ）として、ハイドロフルオロエーテルを１～３０％含有す
る請求項１記載の油中水型睫用化粧料であり、請求項３の発明は、該化粧料の外観が透明
または半透明であることを特徴とする請求項１または２に記載の油中水型睫用化粧料であ
る。また請求項４の発明は、成分（Ａ）が、下記成分（ａ）～（ｃ）
（ａ）：（メタ）アクリル酸
（ｂ）：炭素数１～４のアルキル基を有する（メタ）アクリル酸アルキルエステルモノマ
ーから選択される少なくとも一種
（ｃ）：炭素数５以上のアルキル基を有する（メタ）アクリル酸アルキルエステルモノマ
ーから選択される少なくとも一種を含み、（ａ）～（ｃ）成分の総和を基準（１００質量
部）として（ａ）成分が１０～２０質量部、（ｂ）成分が４０～８０質量部、（ｃ）成分
が１０～４０質量部である単量体混合物を乳化重合して得られる（メタ）アクリル酸・（
メタ）アクリル酸アルキル共重合体エマルジョンである請求項１～３いずれかに記載の油
中水型睫用化粧料にある。請求項５の発明は、成分（Ａ）が、メタクリル酸・（メタ）ア
クリル酸アルキル共重合体エマルジョンであることを特徴とする請求項１～３いずれかに
記載の油中水型睫用化粧料である。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明により、カールキープ効果、透明性、光沢、耐水性、耐皮脂性に優れ、かつ保存
安定性が良好な睫用化粧料を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施形態について詳述する。
【００１１】
　本発明に用いる成分（Ａ）の（メタ）アクリル酸・（メタ）アクリル酸アルキル共重合
体エマルジョンは、メタクリル酸及び／またはアクリル酸と、メタクリル酸アルキルエス
テルモノマー及び／またはアクリル酸アルキルエステルモノマーとを含んでなる単量体混
合物を主成分とし、通常これらが乳化重合されて得られた樹脂と水性媒体、各種添加剤等
を含むエマルジョンの形態を有し、化粧品や医薬部外品に一般的に用いられるものであれ
ば特に制限されず使用できる。
【００１２】
　本発明に用いる成分（Ａ）の（メタ）アクリル酸・（メタ）アクリル酸アルキル共重合
体エマルジョンの製造に用いられる単量体混合物には、前記成分（ａ）～（ｃ）が含まれ
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ることが望ましい。この成分（ｂ）の炭素数１～４のアルキル基を有する（メタ）アクリ
ル酸アルキルエステルモノマーとしては、アクリル酸メチルエステル、メタクリル酸メチ
ルエステル、アクリル酸エチルエステル、メタクリル酸エチルエステル、アクリル酸プロ
ピルエステル、メタクリル酸プロピルエステル、アクリル酸ブチルエステル、メタクリル
酸ブチルエステルが挙げられる。また、成分（ｃ）の炭素数５以上のアルキル基を有する
（メタ）アクリル酸アルキルエステルモノマーとしては、アクリル酸ヘキシルエステル、
メタクリル酸ヘキシルエステル、アクリル酸－２－エチルヘキシルエステル、メタクリル
酸－２－エチルヘキシルエステル、アクリル酸オクチルエステル、メタクリル酸オクチル
エステル、アクリル酸ラウリルエステル、メタクリル酸ラウリルエステル等が挙げられる
。また、これらは１種または２種以上を組み合わせて用いることができる。
【００１３】
　本発明に使用する上記成分（Ａ）の合成に際し一般に用いられる、水性媒体や各種添加
剤としては、例えば、水、低級アルコールや高級アルコール、多価アルコール、シリコー
ン類、脂肪酸石鹸、油脂、ロウ、炭化水素油、エステル油、高分子化合物、増粘剤、粉体
、紫外線吸収剤、保湿剤、防腐剤、抗菌剤、香料、酸化防止剤、ｐＨ調整剤、キレート剤
、清涼剤、抗炎症剤及びエキス類等が挙げられ、これらは1種または２種以上を適時選択
して用いることができる。
【００１４】
　本発明に用いる成分（Ａ）の（メタ）アクリル酸・（メタ）アクリル酸アルキル共重合
体エマルジョンは、とりわけ、主成分である単量体混合物の構成が、（ａ）～（ｃ）成分
の総和を基準（１００質量部）として、（ａ）成分が、メタクリル酸を１０～２０質量部
、（ｂ）成分が炭素数１～４のアルキル基を有する（メタ）アクリル酸アルキルエステル
モノマーから選択される少なくとも一種を４０～８０質量部、（ｃ）成分が炭素数５以上
のアルキル基を有する（メタ）アクリル酸アルキルエステルモノマーから選択される少な
くとも一種を１０～４０質量部である単量体混合物からなる、（メタ）アクリル酸・（メ
タ）アクリル酸アルキル共重合体エマルジョンであれば、耐水性、耐皮脂性の点から望ま
しい。さらに、メタクリル酸・（メタ）アクリル酸アルキル共重合体エマルジョンであれ
ば、より望ましい。このような市販品としては、日本エヌエスシー社製のヨドゾールＧＨ
２５６等がある。また、これらの単量体混合物には、（ａ）～（ｃ）成分以外の単量体が
含まれていても良い。
【００１５】
　本発明に用いる成分（Ａ）の（メタ）アクリル酸・（メタ）アクリル酸アルキル共重合
体エマルジョンは１種または２種以上を適時選択して用いることができ、またその配合量
は、化粧料総量を基準として３０～９０％であり、好ましくは４０～７０％である。３０
％未満では良好な保存安定性や耐水性、耐皮脂性が充分に得られない場合があり、９０％
を超えるとべたつきが強くなり、使用上好ましくない。
【００１６】
　また本発明には、上記の樹脂エマルジョン以外にも本発明の効果を損なわない程度であ
れば1種または２種以上の樹脂エマルジョンを組み合わせて用いても良い。例えば、ポリ
酢酸ビニルエマルジョン、ポリアクリル酸エステルエマルジョン、ポリ塩化ビニルエマル
ジョン、（メタ）アクリル酸アルキル・スチレン共重合体エマルション、（メタ）アクリ
ル酸アルキル共重合体エマルション、（メタ）アクリル酸アルキル・酢酸ビニル共重合体
エマルション、ビニルピロリドン・スチレン共重合体エマルション、シリコーン系ポリマ
ーエマルション等が挙げられる。
【００１７】
　本発明に用いる成分（Ｂ）の部分架橋型オルガノポリシロキサン重合物としては、ベン
ゼンに不溶であるが、自重と同重量以上のベンゼンを含みうる三次元架橋構造を有するオ
ルガノポリシロキサン重合物で、特公平８－６０３５号公報等に記載されているものが例
示される。部分架橋型オルガノポリシロキサン重合物は、オルガノポリシロキサンを架橋
結合させて得られる重合物であり、一部に三次元架橋構造を有し、Ｒ1

2ＳｉＯ単位及びＲ
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1ＳｉＯ1.5単位よりなり、Ｒ1
3ＳｉＯ0.5単位及び／又はＳｉＯ2単位を含んでいても良い

。但し、各構成単位のＲ1は水素原子、メチル基、エチル基、プロピル基等のアルキル基
、フェニル基、トリル基等などのアリール基、およびビニル基等の脂肪族不飽和基などが
例示され、同種又は異なった種類であっても良い。市販品としては、部分架橋型オルガノ
ポリシロキサン重合物にシリコーン油を配合したものとして、例えば、ＫＳＧ１５、ＫＳ
Ｇ１６（いずれも信越化学工業社製）等が挙げられる。
【００１８】
　本発明においては、これらの中から１種または２種以上を適時選択して用いることがで
き、またその配合量は、化粧料総量を基準として０．１～１５％であり、好ましくは１～
１０％である。この範囲であれば、塗布時になめらかな伸びを得ることができ、優れた保
存安定性が得られる。
【００１９】
　本発明に用いる成分（Ｃ）の揮発性シリコーンとは、常温で揮発性を有するシリコーン
油で化粧品に一般的に用いられているものであれば、特に限定されず何れのものも使用で
きる。例えばオクタメチルシクロテトラシロキサン、デカメチルシクロペンタシロキサン
、ドデカメチルシクロヘキサシロキサン等が挙げられる。
【００２０】
　本発明においては、これらの中から１種または２種以上を適時選択して用いることがで
き、またその配合量は、化粧料総量を基準として７～５０％であり、好ましくは１５～４
０％である。これらの範囲内であれば、良好な使用感と保存安定性が得られる。
【００２１】
　本発明に用いる成分（Ｄ）の有機シリコーン樹脂としては、化粧品に一般的に用いられ
ているものであれば特に限定されず何れのものも使用できる。例としては、Ｒ3ＳｉＯ1/2

単位（Ｒは炭素数１～６までの炭化水素基またはフェニル基）とＳｉＯ2単位との比が０
．５／１～１．５／１の範囲に存在する、Ｒ3ＳｉＯ1/2単位及びＳｉＯ2単位からなる有
機シリコーン樹脂などが挙げられる。また、変性されたシリコーン樹脂としてはアクリル
シリコーン、フッ素変性シリコーン等が挙げられ、変性された部分がブロック状態に結合
していてもグラフト状態やペンダント状態に結合していてもよい。なかでも、パーフルオ
ロアルキルジメチル・トリメチルシロキシケイ酸またはトリメチルシロキシケイ酸を使用
すると、耐皮脂性、光沢の点で好ましい。これらの市販品としては、例えば、シリコーン
オイルＫＦ－７３１２Ｊ（揮発性シリコーン溶液）、シリコーンオイルＫＦ－９００１（
揮発性シリコーン溶液）、シリコーンオイルＫＦ－９００２（揮発性シリコーン溶液）、
シリコーンオイルＸ－２１－５２５０（揮発性シリコーン溶液）（以上、信越化学工業社
製）やＳＲ－１０００（ＧＥ東芝シリコーン社製）等を挙げることができる。
【００２２】
　本発明においては、これらの中から１種または２種以上を適時選択して用いることがで
き、またその配合量は、化粧料総量を基準として１～３０％であり、好ましくは３～２５
％である。１％未満では充分な光沢や耐水性、耐皮脂性、カールキープ力が得られない。
３０％を超えるとべたつきが生じ、使用性が悪くなるため好ましくない。
【００２３】
　また本発明においては、成分（E）として特定のハイドロフルオロエーテルを配合する
ことにより、透明性をより向上させ、化粧塗膜に多くの光沢を付与することができる。本
発明に用いるハイドロフルオロエーテルは一般式（１）：
　　　ＣｎＦ２ｎ＋１－Ｏ－ＣｘＨ２ｘ＋１　　　　　　（１）
　　　（式中、ｎは１～６、ｘは１～６である。）
で示される構造を有する化合物であり、具体的にはＣ4Ｆ9ＯＣＨ3　、Ｃ4Ｆ9ＯＣ2Ｈ5　

、Ｃ5Ｆ11ＯＣ2Ｈ5　、Ｃ3Ｆ7ＯＣ4Ｈ9　、Ｃ4Ｆ9ＯＣ4Ｈ9などが挙げられ、３Ｍ社から
「Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｆｌｕｉｄ　ＣＦ－６１」の名称で発売されているメチルパーフル
オロブチルエーテルや「Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｆｌｕｉｄ　ＣＦ－７６」の名称で発売され
ているエチルパーフルオロブチルエーテル等が挙げられる。
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【００２４】
　本発明においては、これらの中から１種または２種以上を適時選択して用いることがで
き、またその配合量は、化粧料総量を基準として１～３０％であり、好ましくは５～２５
％である。この範囲内であれば、より良好な透明性と光沢を得ることができる。
【００２５】
　本発明において、「透明ないし半透明」とは、島津製作所製の分光光度計（ＵＶ－１６
０）を用い、コントロールとして蒸留水の透明度を１００としたとき、透明度２０～１０
０の領域のものをいう。本発明の油中水型睫用化粧料は、種々の形態で用いることができ
、固形形態または液状形態のマスカラやマスカラ下地、マスカラオーバーコートなど睫毛
に塗付する剤型に配合し、常法に従い製造することができる。また、組成物の外観が透明
または半透明であれば、睫毛をより自然に見せることができ、塗付時または塗布後の光沢
を最大限に活かすことができるため、より好ましい。
【００２６】
　また本発明においては、光沢を付与するという目的と良好な保存安定性を維持するため
、なるべく顔料を含有しないことが望ましいが、本発明を損なわない程度であれば用いる
ことができる。本発明に用いることのできる顔料は、化粧品に通常使用されるものであれ
ば何れでもよく、その形態についても、板状、紡錘状、針状等の形状、粒子径、多孔質、
無孔質等の粒子構造等により特に限定されない。例えば、無機粉体類、光輝性粉体類、有
機粉体類、色素粉体類、複合粉体類等が挙げられ、1種または２種以上を組み合わせて用
いることができ、油層と水層のどちらに配合されてもよい。具体的には、コンジョウ、群
青、ベンガラ、黄酸化鉄、黒酸化鉄、酸化チタン、酸化亜鉛、チタン・酸化チタン焼結物
、酸化セリウム、酸化マグネシウム、酸化ジルコニウム、酸化アンチモン、炭酸マグネシ
ウム、炭酸カルシウム、酸化クロム、水酸化クロム、カーボンブラック、ケイ酸アルミニ
ウム、ケイ酸マグネシウム、ケイ酸カルシウム、ケイ酸バリウム、ケイ酸アルミニウムマ
グネシウム、メタケイ酸アルミニウムマグネシウム、マイカ、合成マイカ、合成セリサイ
ト、セリサイト、タルク、白雲母、金雲母、紅雲母、黒雲母、カオリン、硫酸バリウム、
ベントナイト、スメクタイト、珪ソウ土、ヒドロキシアパタイト、窒化硼素等の無機粉体
類、オキシ塩化ビスマス、雲母チタン、二酸化チタン被覆オキシ塩化ビスマス、酸化鉄被
覆雲母、酸化鉄被覆雲母チタン、紺青被覆雲母チタン、カルミン被覆雲母チタン、有機顔
料被覆雲母チタン、酸化鉄・酸化チタン被覆合成金雲母、魚燐箔、二酸化チタン被覆ガラ
スフレーク、ポリエチレンテレフタレート・アルミニウム・エポキシ積層末、ポリエチレ
ンテレフタレート・ポリオレフィン積層フィルム末、ポリエチレンテレフタレート・ポリ
メチルメタクリレート積層フィルム末、二酸化チタン被覆ガラスフレーク等の光輝性粉体
類、ポリアミド系樹脂、ポリエチレン系樹脂、ポリアクリル系樹脂、ポリエステル系樹脂
、フッ素系樹脂、セルロース系樹脂、ポリスチレン系樹脂、スチレン－アクリル共重合体
樹脂等のコポリマー樹脂、ポリプロピレン系樹脂、シリコーン樹脂、ウレタン樹脂等の有
機高分子樹脂粉体、Ｎ－アシルリジン等の有機粉体類、澱粉、シルク粉末、セルロース粉
末等の天然有機粉体、有機タール系顔料、有機色素のレーキ顔料等の色素粉体類、アルミ
ニウム粉、金粉、銀粉等の金属粉体、微粒子酸化チタン被覆雲母チタン、微粒子酸化亜鉛
被覆雲母チタン、硫酸バリウム被覆雲母チタン、酸化チタン含有二酸化珪素、酸化亜鉛含
有二酸化珪素等の複合粉体等が挙げられる。またこれらの色素及び顔料は、表面をシリコ
ーン類、ラウロイルリジン、ステアロイルグルタミン酸塩、パーフルオロアルキルリン酸
エステルジエタノールアミン塩、ポリエチレン、その他油剤等で被覆処理されていても良
い。
【００２７】
　本発明の睫用化粧料は、前記の各成分に加えて必要に応じて、かつ本発明の効果を損な
わない範囲において、化粧品において一般的に用いられる各種の成分、例えば、固形また
は半固形または液状の油性成分、保湿剤、有機変性粘度鉱物等の増粘剤、香料、殺菌剤、
防腐剤、紫外線吸収剤、溶剤、抗炎症剤、抗アンドロゲン剤、育毛剤、抗酸化剤、清涼剤
、生薬抽出物やビタミン類、キューティクル保護成分等を適時配合することができる。
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【００２８】
　本発明で用いることのできる油性成分としては、化粧品に一般的に用いられているもの
であれば、特に限定されず何れのものも使用できる。例えば、２－エチルヘキサン酸、ウ
ンデシレン酸、パルミトオレイン酸、イソステアリン酸、リシノレイン酸、リノール酸、
オレイン酸等の脂肪酸、マカデミアナッツ油、オリーブ油、ツバキ油、アボガド油、トウ
モロコシ油、ヒマシ油、ゴマ油、サフラワー油、綿実油、大豆油、ホホバ油、パーム油、
ヤシ油、硬化ヤシ油、硬化油、硬化ヒマシ油、卵黄油、ナタネ油、コムギ胚芽油、落花生
油、コメヌカ油等の油脂、イソノナン酸イソノニル、イソノナン酸イソトリデシル、オク
タン酸セチル、ミリスチン酸イソプロピル、パルミチン酸オクチル、パルミチン酸イソプ
ロピル、ミリスチン酸オクチルドデシル、リンゴ酸ジイソステアリル、トリオクタン酸グ
リセリル、トリ（カプリル／カプリン酸）グリセリル、（カプリル／カプリン／ミリスチ
ン／ステアリン酸）トリグリセリル、オレイン酸フィトステリル、乳酸オクチルドデシル
、イソステアリン酸イソプロピル、トリベヘン酸グリセリル、ロジン酸ペンタエリトリッ
トエステル、ジオクタン酸ネオペンチルグリコール、コレステロール脂肪酸エステル、Ｎ
－ラウロイル－Ｌ－グルタミン酸ジ（コレステリル・ベヘニル・オクチルドデシル）、マ
カデミアナッツ油脂肪酸コレステリル，マカデミアナッツ油脂肪酸フィトステリル等のエ
ステル類、セチルアルコール、ステアリルアルコール、ラウリルアルコール、イソステア
リルアルコール、ラノリンアルコール、オクチルドデカノール、カプリルアルコール、オ
レイルアルコール等の高級アルコール、軽質流動イソパラフィン、流動パラフィン、スク
ワラン、ワセリン、ポリブテン、イソドデカン等の炭化水素、低重合度ジメチルポリシロ
キサン、高重合度ジメチルポリシロキサン、メチルフェニルポリシロキサン等のシリコー
ン系油、フッ素変性ポリシロキサン等、パーフルオロデカン、パーフルオロオクタン、パ
ーフルオロポリエーテル等のフッ素油、パルミチン酸２－エチルヘキシル，２－エチルヘ
キサン酸セチル，イソノナン酸イソトリデシル等の脂肪酸と一価のアルコールのエステル
、ジカプリン酸ネオペンチルグリコール，ジ－２－エチルヘキサン酸ネオペンチルグリコ
ール等の脂肪酸とグリコールのエステル、トリイソステアリン酸トリメチロールプロパン
，テトラ２－エチルヘキサン酸ペンタエリスリトールなどの脂肪酸と多価アルコールのエ
ステル、リンゴ酸ジイソステアリルなどの水酸基を持つエステル、コハク酸ジ２－エチル
ヘキシル，炭酸ジアルキルなどの二塩基酸のエステル、マカデミアナッツ油脂肪酸コレス
テリル，マカデミアナッツ油脂肪酸フィトステリル等の脂肪酸とステロールとのエステル
や液状ラノリン、酢酸ラノリン、ラノリン脂肪酸イソプロピル、ラノリンアルコール等の
ラノリン誘導体等が挙げられる。
【００２９】
　本発明に用いることのできる水性成分としては、化粧品に通常使用される水及び水に可
溶な成分であれば何れでもよく、本発明の効果を損なわない程度であれば、1種または２
種以上を組み合わせて用いることができる。このような水性成分としては、エチルアルコ
ール、イソプロピルアルコール等のアルコール類、プロピレングリコール、１，３－ブチ
レングリコール、ジプロピレングリコール、ポリエチレングリコール等のグリコール類、
グリセリン、ジグリセリン、ポリグリセリン等のグリセロール類、ソルビトール、マルチ
トール、ショ糖、でんぷん糖、ラクチトール等の糖類、グアーガム、コンドロイチン硫酸
ナトリウム、ヒアルロン酸ナトリウム、アラビアガム、アルギン酸ナトリウム、メチルセ
ルロース、ヒドロキシエチルセルロース、カルボキシメチルセルロース、カルボキシビニ
ルポリマー、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン、ポリアクリル酸ナトリウム
等の水溶性高分子、酢酸ビニル・ビニルピロリドン共重合体等の水溶性樹脂などが挙げら
れる。
【実施例】
【００３０】
　以下、実施例によって本発明を更に詳細に説明するが、これらの実施例により本発明の
技術範囲が限定されるものではない。尚、表中の数値は含有量（％）を表わす。実施例に
先立ち、各実施例で採用した評価方法を説明する。
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（１）保存安定性評価試験方法
　所定の方法で調製した睫用化粧料を５～４０℃の１サイクル／日の往復恒温槽内に放置
して、３週間後の保存安定性を下記の評価基準に従って評価した。
分離、凝集なし　　　　　　；◎
分離凝集ごくわずかに有り　；○
分離凝集あり　　　　　　　；△
完全に分離　　　　　　　　；×
（２）官能評価試験方法
　女性パネラー２０名によって、塗布時の使用感（なめらかなのびの良さ）、塗布後８時
間後の皮脂や摩擦による化粧崩れ（耐皮脂性、耐水性）、塗布後１時間後のカールキープ
力と光沢について下記の評価基準に従って評価した。
（評価基準）
良いと答えた人数が１７人以上　；◎
　　　　〃　　　　１２～１６人；○
　　　　〃　　　　　８～１１人；△
　　　　〃　　　　　７人以下　；×
（評価項目）
ａ．カールキープ力
ｂ．耐皮脂性、耐水性
ｃ．光沢
ｄ．使用感（なめらかなのびの良さ）
（３）油中水型睫用化粧料の調製方法
　部分架橋型オルガノポリシロキサン重合物、揮発性シリコーン、有機シリコーン樹脂、
さらに場合によりハイドロフルオロエーテルやその他の油性成分を混合して均一に溶解し
、これを油層とする。次に、（メタ）アクリル酸・（メタ）アクリル酸アルキル共重合体
エマルジョンとその他の水性成分を混合して、均一に分散し、これを水層とする。そして
、この水層を油層に混合し、ホモミキサーで乳化攪拌し、所定の気密容器に装てんした後
、目的の油中水型睫用化粧料を得る。
【００３１】
　上記各組成物の成分組成及び評価試験結果を表１に示す。
【００３２】
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【表１】

【００３３】
　実施例に使用した成分（Ａ）の（メタ）アクリル酸・（メタ）アクリル酸アルキル共重
合体エマルジョンの単量体混合物の構成を、単量体混合物総量を１００％として以下に示
す。
＊１：メタクリル酸１５％、アクリル酸エチル６５％、メタクリル酸－２－エチルヘキシ
ル２０％
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＊２：メタクリル酸５％、アクリル酸エチル３０％、メタクリル酸－２－エチルヘキシル
６５％
＊３：アクリル酸１０％、アクリル酸ブチル７５％、メタクリル酸－２－エチルヘキシル
１５％
　表１に示すように、本発明の実施例１～５のものは、いずれも透明性に優れ、保存安定
性及び使用感、光沢、耐水性、耐皮脂性、カールキープ力の全ての点において比較例１～
４のものより明らかに優れていた。
【産業上の利用可能性】
【００３４】
　以上記載の如く、本発明により、カールキープ効果、透明性、光沢、耐水性、耐皮脂性
に優れ、かつ保存安定性が良好な油中水型睫用化粧料を提供することができ、例えば透明
または半透明のマスカラコートなどの睫毛に塗付する剤型に配合し、常法に従い製造する
ことができる。
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